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無
理
な
横
断
は
事
故
に
つ
な
が
る

　

熊
本
県
内

で
高
齢
者
の

方
々
の
事
故

が
増
え
て
い
る

状
況
を
知
っ
て

も
ら
い
、
交
通

事
故
を
未
然
に

防
い
で
も
ら
お

う
と
、
芦
北
警

察
署
と
連
携
し

て
、
８
月
18
日

（
木
）
に
は
県

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
９
月
21
日
（
水
）
か
ら

９
月
30
日
（
金
）
ま
で
の
10
日
間
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
年
は
芦
北
町
で
の
交
通
死
亡
事
故
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
は
３
人
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
故
件
数

や
負
傷
者
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

今
回
の
運
動
で
は
①
夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

防
止
②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
③
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
の
３
つ
を
重
要

項
目
に
掲
げ
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
機
に
今
一

度
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。 安

全
で
安
心
し
て

　
　
　
　
暮
ら
す
た
め
に

東
海
カ
ー
ボ
ン
へ
適
用
工
場
等
指
定
書
を
交
付

　

東
海
カ
ー
ボ
ン
（
株
）
田
ノ
浦
工
場
の

増
設
に
伴
う
生
産
施
設
（
建
物
・
償
却
資

産
）
に
対
す
る
固
定
資
産
税
を
３
年
間
減

免
す
る
適
用
工
場
等
指
定
書
の
交
付
式

が
、
８
月
18
日
（
木
）
に
芦
北
町
役
場
で

あ
り
、
竹
﨑
町
長
か
ら
中
島
工
場
長
へ
指

定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
海
カ
ー
ボ
ン
は
、
半
導
体
や
太
陽
電

池
の
基
幹
材
料
で
世
界
的
に
需
要
が
見
込

ま
れ
る
等
方
性
黒
鉛
材
の
生
産
能
力
増
強

の
た
め
、
本
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て

約
13
億
円
の
設
備
投
資
を
行
い
ま
す
。
中

島
工
場
長
は
、「
世
界
的
に
品
薄
な
材
料

を
増
産
す
べ
く
設
備
投
資
を
行
い
ま
す
。

こ
の
増
設
で
素
材
生
産
能
力
が
現
在
よ
り

３
割
増
し
に
な
り
ま
す
。
こ
の
増
設
に
よ

り
、
15
人
の
新
規
雇
用
を
見
込
ん
で
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
﨑
町
長
は
、「
県
内
で
も
有
効
求
人

倍
率
が
低
い
当
地
域
で
新
規
雇
用
と
い
う

の
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
円
高

で
世
界
経
済
の
影
響
を
受
け
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
こ
の
困
難
を
乗
り
切
っ
て
い
た

だ
き
、
世
界
に
貢
献
し
発
展
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。

▲竹﨑町長から中島工場長へ指定書が渡されました

▶
増
設
さ
れ
る
東
海
カ
ー
ボ
ン
（
株
）

　
田
ノ
浦
工
場

50

75

100
93 人 93 人

88 人

97 人

83 人

64 件 67 件 69 件
66 件

70 件

事故による負傷者数

交通事故件数

H18 H19 H20 H21 H22

芦北町での交通事故発生状況

交
通
安
全
協
会
の
方
が
講
師
と
な
り
、
湯
浦

地
区
平
成
生
き
生
き
大
学
で
交
通
安
全
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

参
加
者
は
、
歩
い
て
道
路
を
横
断
す
る
の

に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
掛
か
る
か
を
機
械

を
使
っ
て
計
測
。
そ
の
後
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

処
理
に
よ
り
、
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
車
を
走
ら

せ
、
道
路
を
歩
い
て
渡
り
き
れ
る
か
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
車
と
衝
突
さ
れ
る
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、「
若
か
っ
た
頃
の

感
覚
が
残
っ
て
い
て
、
自
分
で
は
早
く
歩
け

る
と
思
っ
て
い
て
も
、
実
際
は
思
っ
て
い
る

よ
り
も
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
る
」
と
認
識
さ

れ
ま
し
た
。県
交
通
安
全
協
会
の
担
当
者
は
、

「
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
少
し
で
も
『
危

険
か
も
』
と
思
っ
た
ら
決
し
て
無
理
は
し
な

い
こ
と
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
っ
て
」
と

何
度
も
念
を
押
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲７mの道はどのくらいで横断できるか計測

芦北の夏祭り

　

色
鮮
や
か
な
浴
衣
を
着
た
子
ど
も
た
ち
を

多
く
見
掛
け
る
夏
祭
り
。
今
年
も
町
内
各
地

で
開
催
さ
れ
、
各
祭
り
会
場
は
帰
省
客
を
は

じ
め
多
く
の
地
域
住
民
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
は
帰
省
客
に
合
わ
せ
て
お
盆
に
開

催
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。毎
年
、

天
候
に
恵
ま
れ
る
こ
の
時
期
に
今
年
は
雨
ば

か
り
。
会
場
を
屋
外
か
ら
急
き
ょ
、
体
育
館

へ
と
変
え
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

 　

芦
北
町
の
夏
祭
り
の
始
ま
り
を
告
げ
る

湯
の
香
ま
つ
り
は
７
月
30
日
（
土
）
に
開
催
。

昨
年
か
ら
湯
の
香
ま
つ
り
の
会
場
で
実
施
し

て
い
る
町
民
総
踊
り
で
は
約
６
０
０
人
の
参

加
者
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
（
土
）
は
田
浦
七
夕
ま
つ
り
と

翌
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
さ
し
き
七
夕
ま
つ

り
。
会
場
に
は
折
り
紙
な
ど
で
丁
寧
に
飾
ら

れ
た
七
夕
飾
り
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

８
月
13
日
（
土
）、
地
区
住
民
が
一
斉
に

集
う
古
石
夏
祭
り
と
大
野
夏
祭
り
が
開
催
。

こ
こ
ま
で
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
８
月
14
日
（
日
）
の
丸
米
夏
祭
り
、
吉

尾
温
泉
あ
ゆ
ま
つ
り
、
15
日
（
月
）
の
田
浦

夏
祭
、
大
岩
夏
祭
り
、
内
野
ふ
れ
あ
い
夏
祭

り
、
大
尼
田
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
は
雨
天
と
な

り
、
大
尼
田
の
祭
り
は
翌
日
に
延
期
さ
れ
ま

し
た
。

　

少
し
涼
し
く
な
っ
た
８
月
20
日
（
土
）
は

夏
祭
り
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
、
芦
北
町
夏
祭
り

花
火
大
会
。
多
く
の
観
客
が
見
守
る
中
、
花

火
が
夏
を
名
残
惜
し
そ
う
に
芦
北
の
夜
空
を

照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

７月３０日（土）〜８月２０日（土）

①さしき七夕まつり②田浦夏祭
り③丸米夏祭り④大野夏まつり
⑤大尼田ふるさと夏祭り⑥町民
総踊り⑦田浦七夕まつり⑧湯の
香まつり⑨古石夏祭り⑩大岩夏
祭り⑪吉尾温泉あゆまつり⑫内
野ふれあい夏祭

③

④⑤

⑥⑦

⑧

⑨⑩⑪⑫

② ①
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ま ち の 出 来 事ま ち の 出 来 事

　８月１日（月）に熊本県警察本部で開催された熊本
県沿岸警備協力会通常代議員会において、小川福松さ
ん（写真左、小田浦５）が、運営功労表彰を受賞され、
幸山会長（熊本市長）より賞状が手渡されました。
　小川さんは、芦北警察署沿岸警備協力会が発足した
平成４年から会員拡大や海上パトロール活動などに積
極的に参加され、平成１０年からは協会事務局長とし
て協会の運営も支え、永年にわたり沿岸犯罪等の防止
に貢献されたことが認められ、今回の受賞となりまし
た。本町では、これまでに小川さんを含め２人の個人
の方が本表彰を受賞されています。

沿岸犯罪防止に貢献

五穀豊穣を願って七夕綱
つな

　旧暦の七夕（８月６日）の夜にわらで編んだ綱に飾
りを付け、川をまたいで綱を張る伝統の七夕綱の行事
が町内で行われました。今年は、下白木（白木）、祝坂（市
野瀬）、岩屋川内（大岩）、上原地区の４地区が実施。
　下白木地区では、空が暗くなり始めた午後７時頃、地
区の方々がわらを手に公民館へ集まってきました。３０
m ほどもある綱を結う係、その綱に人の形や星の形、わ
らじなどを作成する係、綱や人形を作る材料のわらをす
く係など各担当の係に分かれ手際よく作業されていまし
た。冗談が飛び交い笑い声が絶えない環境で作業をされ
ていましたが「この伝統は地区の若い人にしっかり伝承
していかにゃいかん」と真剣な顔で先輩から後輩の方に
話されていました。

　あしきた農業協同組合（JA あしきた）に日本赤
十字社から１５年以上継続的に献血に協力された団
体に贈られる「銀色有功章」が贈られました。
　その章の伝達式を８月２２日（月）、日赤熊本支
部芦北町分区である芦北町役場で行い、藤崎副町長
が高峰代表理事組合長へ日赤熊本支部からの章を伝
達しました。
　高峰代表理事組合長は「献血についての重要性は
十分認識しており、私も幾度も行っています。これ
からも職員や組合関係者に更に協力を呼びかけ献血
活動を継続していきたい」と受章の感想を述べられ
ました。

１５年にわたる献血活動

　芦北町の観光の魅力を体感してもらおうと、８月
１７日（水）、エコツーリズム体験ツアーがあり、熊
本市や本町から約３０人が参加しました。午前中は、
岩屋川内地区（大岩）に行き地区住民の指導によるわ
らじづくりで交流を深めました。
　午後は、御立岬公園に場所を移し、特産品の温泉
塩を使った塩甘夏シャーベットづくりに挑戦。グラ
ニュー糖やぶどう糖、塩などの材料をどのぐらいの割
合で調合するとおいしいシャーベットができるかを普
段塩アイスを販売している（有）御立岬の生島園長か
ら指導を受けました。最後はシャーベットが参加者
全員に振る舞われ、おいしい塩甘夏シャーベットを
堪能していました。

塩アイスはどうやって作るの？

故人の魂を弔って
　お盆に行われる故人の魂を弔う行事の精霊流しが８
月１６日（火）、佐敷川で行われました。今年は、佐敷
地区の戦没者４０４人の氏名が一人ひとり手書きさ
れた灯籠と初盆などで供養したいと申し出があった
約７０個の灯籠を佐敷精霊流し実行委員会（城戸喜
久生会長）が製作。辺りが薄暗くなり始めた午後６時
過ぎに、佐敷川沿いに並べられた灯籠にろうそくの火が
灯り、全ての灯籠を佐敷川にゆっくりと流しました。参
加者は灯籠の流れに合わせ川下までゆっくり見送ってい
ました。
　今回は、実行委員会が東日本大震災復興を祈願し大き
な灯籠も製作。震災で亡くなられた方々のご冥福もお祈
りしました。

　芦北町子ども体験学習事業で、８月２６日（金）、夏
休み期間中の町内の小学４年生以上２９人が参加し鹿
児島市立科学館で科学や宇宙について学習しました。
  参加した子どもたちは、無重力の疑似体験をした
り、スペースシャトルに乗り込みハッブル宇宙望遠
鏡の修理を行う宇宙飛行士の映像を見たりして、宇
宙の仕組みなどを学びました。また、北極圏や砂漠
の環境を体験する施設もあり、４０℃からマイナス
２０℃の世界を体験しました。その他、地震や台風
を体験する施設もあり、自然の驚異も体感しました。
　参加した子どもたちは、宇宙や自然の不思議に目
を輝かせ ていました。

宇宙や自然の不思議を体験
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芦北のみなさん　よろしくお願いします

　８月１日から芦北町の新 ALT（英語指導助手）とし
て勤務されるフィリップ先生が、竹﨑町長へ表敬のた
め役場を訪問されました。フィリップ先生は、吉尾小・
湯浦小・内野小・佐敷中・大野中に勤務されます。

新任のALTを紹介します

社会生活基本調査を実施します
１０月２０日現在で

　この調査は、１日の生活時間や、過去１年間にどのような活動を行ったか
を調査するものです。調査結果は、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バ
ランス）の推進、少子高齢化対策などの各種行政施策の基礎資料となります。
　調査対象となりましたお宅には、調査員が伺いますので調査にご協力くだ
さいますようお願いします。
＊お問い合わせ
　熊本県統計調査課　☎０９６−３３３ー２１７８

　私の名前は、　　　　　　　　   （Philip Coyle) です。北アイ
ルランド出身の２３歳です。２０１０年にクイーンズ大学を
卒業しました。専攻は、フランス語と、ドイツ語・ドイツ文
化です。私はフランス語とドイツ語は流暢に、スペイン語は

少しではありますが話せます。芦北にいる間は、日本語を学びたいです。
　初めて芦北に来て、芦北の人たちは、みんな親切で楽しく、非常に友好的だと感じました。また、美
しい風景ばかりの町だなということと、非常に暑いところであるとも感じました。アイルランドもとて
も美しい国ですが、あまり山はなく、気候は植物にとってはとても寒すぎる環境です。
　私の趣味は、読書や映画鑑賞、旅行です。スポーツも好きで、子どもの頃は、ラグビーやバレーをし
ていました。テコンドーの練習も２～３年しました。
　私の家族がほとんどシーフードを食べなかったので、私はあまり魚が好きではありません。芦北は海
が綺麗な町なのでたくさんの料理に挑戦し、シーフードを好きになりたいです。ちなみに、私の好きな
食べ物はカレーです。
　芦北のＡＬＴとして、生徒たちに楽しく英語を学んでもらえるようになることを目指します。また、
芦北の人たちに、アイルランドの文化や一般的なヨーロッパの文化も知ってもらいたいです。芦北にい
る間、うまく仕事ができ、また新しい友達をつくっていけたらと心から願っています。

フィリップ  コイル

公共交通機関利用促進のため無料チケットを配布
　熊本県では県内の全小学生を対象に、公共交通機関への理解や地球温暖化への意識を深め
てもらうためのチラシを小学校を通じて配布し、公共交通機関の利用促進を図ります。

　このチラシには県内の路線バスと市電、電鉄の電車（＊ＪＲを除く）を期間中に１回のみ「無料で利
用できるチケット」（大人１人につき小学生以下の子ども１人分）および「くまモングッズ等のプレゼ
ント応募券」を付けています。
　ぜひこの機会にご利用ください。
◆期間　９月１７日（土）〜１０月１６日（日）までの土、日、祝日
＊お問い合わせ
　熊本県交通政策課　　☎０９６ー３３３ー２１６４

平成２３年度町民体育祭　大会結果
　　　　　　　　　　 ●開催日　７月３１日（日）　　●場所　芦北町営温泉プール
　◆優勝　湯浦体協（５３１点）　　２位　佐敷体協（３０１点）
　　３位　田浦体協（１６９点）　　４位　大東体協（１５３点）

　　　　　　　　    　  ●開催日　８月７日（日）　　　●場所　地域間交流スポーツグラウンド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 湯浦運動公園
　◆優勝　佐敷体協Ａ　　２位　田浦体協Ａ　　３位　田浦体協Ｂ、湯浦体協Ａ

　　　　　　　　　 　　●開催日　８月２１日（日）　●場所　しろやまスカイドーム
◆優勝　佐敷体協（４９６点）　　２位　湯浦体協（４８６点）
　３位　大東体協（４７７点）　　４位　田浦体協（２２３点）　

水　泳　大　会

軟 式 野 球 大 会

ビーチボールバレー大会

パスポート申請・交付窓口が芦北町役場に変わります
１０月３日から

　これまで県芦北地域振興局旅券窓口で行っていた旅券（パスポート）の申請・交付業務を、県から
の権限委譲により１０月３日（月）から芦北町役場で行います。

申請ができる方 芦北町に住民登録のある方

申請窓口 住民生活課 総合窓口係（田浦基幹支所・各出張所での取り扱いはできません）

取扱時間
申請　月〜金曜日　午前９時〜午後４時
交付　月〜金曜日　午前９時〜午後５時

ただし、祝日・年末年始を除きます
（開庁日のみ対応）

交付までの期間 申請した日から約２週間（ただし土・日・祝日・年末年始を除きます）

※手続き開始日（１０月３日）以降は、県芦北地域振興局旅券窓口は利用できなくなりま
　すのでご注意ください。ただし、９月３０日までに県芦北地域振興局旅券窓口で申請さ
　れた分については、１０月３日以降であっても申請された県芦北地域振興局旅券窓口で
　の受領となります。

＊お問い合わせ　
　　住民生活課　総合窓口係　☎８２−２５１１（内線１４３）
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東日本大震災における原子力発電所の事故による被害を受けられた方へ 
　大震災における原子力発電所の事故による被害を受けられた方は、地方税の軽減措置等を受けら
れます。軽減措置等を受けるためには、手続きが必要となる場合もありますので、詳細については、
下記までお問い合わせください。

項　目 税制上の措置 概　要

共　通   減免措置 被害に遭われた方の状況に応じて、税の減免を受けることができます。

県　税

  自動車税等の非課税措置

警戒区域内にあった自動車で永久抹消登録がなされた自動車には、平成

２３年３月１１日にさかのぼって自動車税は課されません。

また、警戒区域内にあった自動車で永久抹消登録等がなされたものに代

わる自動車を取得した場合、自動車取得税および平成２５年度分までの

自動車税が非課税となります。

  不動産取得税の軽減措置
警戒区域内にあった家屋やその敷地に代わる家屋・土地を取得した場合、

不動産取得税の軽減措置を受けることができます。

町　税

  固定資産税・都市計画税の軽減措置
警戒区域内にあった住宅用地や家屋に代わる土地・家屋を取得した場合、

固定資産税・都市計画税の軽減措置を受けることができます。

   軽自動車税の非課税措置

警戒区域内にあった軽自動車で自動車検査証の返納等がなされた軽自動

車には、平成２３年３月１１日にさかのぼって軽自動車税は課されませ

ん。また、警戒区域内にあった自動車・軽自動車で永久抹消登録等がな

されたものに代わる軽自動車を取得した場合、平成２５年度分までの軽

自動車税が非課税となります。

　なお、警戒区域・計画的避難区域・緊急時避難準備区域等のうち市町村長が指定する区域内の土地や
家屋には平成２３年度分の固定資産税・都市計画税は課されません。また、特段の手続きは不要です。
＊お問い合わせ
　熊本県税務課（芦北地域振興局）☎８２−２３１７　
　役場税務課　固定資産税係 　　   ☎８２−２５１１（内線１２４）

　各家庭に設置してある防災行政無線の放送
の途切れや雑音の発生など、受信状態の良く
ない世帯が一部に見受けられます。受信状態
が良くない場合は、器具等の調整を行います
ので、役場総務課までご連絡ください。
　また、１年に１回は、乾電池の交換を行い、
アンテナや本体のほこりを取り除いてくださ
い。

もしもの時のために確認をお願いします

乾電池収納箇所

※交換用乾電池は、
　各家庭で準備して
　ください。

＊お問い合わせ
　総務課　防災交通係　☎８２−２５１１（内線２１８）

防災行政無線受信機

　原子爆弾被爆二世の方を対象に健康診断を実施します。
　受診を希望される被爆二世の方は、申込期限までに、下記の保健所にお問い合わ
せのうえお申し込みください。
▶対象者　実父・実母のどちらかが被爆者で、熊本県内に居住している二世の
　　　　　方。ただし、  受診希望者が多数の場合、未受診の方、異常を訴える
　　　　　方を優先させていただきます。
▶受診料　無料
▶場所・日時

  平成２３年度　熊本県被爆二世健康診断を行います

実施機関 健診内容 実施日 健診当日の
受付時間 連絡先

熊本県総合保健センター
（熊本市東町 4-11-2） 一般・精密 １１月１７日（木）

１１月１８日（金）
  午後１時
　　　〜午後２時

県庁健康づくり推進課
０９６−３３３−２２１０

健康保険八代総合病院
（八代市松江城町２-26） 一般・精密 １１月１７日（木）   午前９時３０分

　　　〜午前１０時
八代保健所
０９６５−３３−３２２９

健康保険人吉総合病院
（人吉市老神町 35） 一般・精密 １１月２５日（金）    午後１時

　　   〜午後１時３０分
人吉保健所
０９６６−２２−３１０７

▶検査内容　①視診、問診、聴診、打診および触診による検査 ②血液検査（医師が必要と認めた方）
　　　　　　③尿検査 ④血圧測定 ⑤肝臓機能検査
　※検査の結果、さらに必要となった検査や治療に対する助成はありません。
▶申し込みおよびお問い合わせ先
　事前予約制です。受診を希望する実施機関の所在地の保健所に、お問い合わせください。
▶申込期限　１０月１４日（金）（必着）
　＊お問い合わせ
　　熊本県健康づくり推進課　☎０９６−３３３ー２２１０　
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＊お問い合わせ
　肥薩おれんじ鉄道沿線活性化協議会事務局
　（熊本県交通政策課内）
　☎０９６−３３３ー２１６７

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
肥
薩
お
れ
ん
じ

　

鉄
道
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そばの試食
（限定１００食！）

そば打ち体験
　（限定１０組！）

来場者プレゼント！

医薬品の個人輸入 ご注意！
 　「MD クリニックダイエット」「ホスピタルダイエット」と称するタイ製のやせ薬
による、死亡事例を含む健康被害が多数発生しています。健康被害が疑われる場合は
速やかに医療機関で受診するとともに最寄りの保健所等にお申し出ください。
　熊本県のホームページに同製品の注意喚起に関する情報が掲載されています。医薬
品の個人輸入に際しては、十分注意しましょう。
＊熊本県ホームページアドレス（掲載ページ）
　http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/33/kennkousixyokuhinn.html
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芦北に残る文化遺産

宮浦阿蘇神社神像

　先月号で紹介しました「宮浦の棒踊り」が奉納踊
りを行う佐敷地区の宮浦阿蘇神社の本殿には、ご神
体として男女の神様の木像２２体と、神様を守る随

（芦北町指定有形文化財
　　　　　　　　平成１１年８月３０日指定）

④

◀
男
女
の
神
像
が
綺
麗
に
並
ん

　
で
安
置
さ
れ
て
い
ま
す

広報あしきた　10

保健センターだより

＊お問い合わせ　　保健センター　☎８６−０２００

図書紹介 「麒　麟　の　翼」　　「 さ か な を た べ る 」

「はじめて であう論語」
全国漢文教育学会　編著

絵　ともなが　たろ
文　なかの　ひろみ　
　　まつざわ　せいじ（アリス館）

東野　圭吾　著（講談社）

小学生から理解できるよう
に、「論語」を原文と書き下
ろし文でわかりやすく表示。
文章の日本語訳を身近な例を
あげながら解説してありま
す。

食べるだけではもったいな
い！魚を食べておいしく勉強
しよう。
サカニャ博士と行く海まるか
じり探検の魚のイラストがか
わいい絵本です。

被害者の持ち物を所持し逃走中に
事故に遭い意識不明の被疑者。す
んなり解決するかにみられた都心
でおきた殺人事件のウラにある真
実とは？
テレビドラマ「新参者」の加賀恭
一郎シリーズです。

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

「野菜不足」と「朝食の欠食」
　平成２１年国民栄養調査によると、成人の野菜摂取量の平均は２９５ｇ（２０
歳代では平均２４２ｇ）で厚生労働省が行っている「国民健康づくり運動」の目
標値である３５０g には及びません。朝食の欠食も未だ改善がみられない状況に
あります。そこで、厚生労働省より生活習慣改善を促すためのメッセージが発信
されました。食生活をもう一度考えてみましょう。

「野菜不足」だと
◆栄養素が不足する
◆生活習慣病になりやすい
◆食物繊維が不足し便秘になりやすい

野菜不足解消のためのメッセージ

　実は日本人はけっこう野菜を食べています。すでに毎日約２５０ｇの野菜を食
べています。しかし生活習慣病予防の観点からは３５０g の摂取が目標値となり
ます。ですからあと１００ｇだけ足らないという訳です。トマトなら半分、野菜
炒めなら半皿分です。難しい量ではありません。野菜メニューも充実している夕
食でなく、朝食や昼食で野菜メニューをプラスするのがコツです。

野菜不足は、あとトマト半分

　上記で述べたように、われわれ日本人はあと１００ｇほどの野菜を摂取する必
要があります。わずか小皿ひと皿分です。そこでちょっとしたコツとして生野菜
でなく温野菜だと食べやすくなるということを覚えてください。スープや煮物で
も不足する野菜を補えます。また、忙しいときはレンジで温めてください。野菜
そのものの味や食感も変化するので、食事自体が豊かになるところがおすすめで
す。

温野菜なら、不足１００ｇも食べやすい

朝食を抜くと
◆生体リズムが崩れやすくなる
◆脳にエネルギーが補給されず、
　集中力・記憶力が落ちる
◆体温が上がらず、疲れやすくなる

朝食習慣のためのメッセージ

平成２３年９月１日～９月３０日は
　平成２３年度食生活改善普及運動実施期間です !

　おにぎりは、朝、出かける支度をしながらでも食べられ、職場に着いてからで
もちょっとした時間があれば手軽に食べることができます。おにぎりは、具をい
ろいろ工夫する楽しみもあり、経済的でもあります。朝食はすこやかな生活習慣
の第一歩です。時間がないというあなたには、日本が誇るファーストフード『お
にぎり』はいかがですか。

おにぎりでオハヨウ！

身２体の木像が安置してあります。神像は、男女ともに１１体ずつあり、高さは約３０～６０㎝です。顔
や衣装には彩色が綺麗に残っており、背面には製作関係者の名前や奉納日が墨で書いてあります。人名は

「大
お お だ ん な

檀那　藤原朝
あ そ ん な が た だ

臣長唯」｢ 當
とうじょうじんてい

城人躰　藤原千
ち よ ま つ ま る

代松丸 ｣ があり、年号は「天
てんぶん

文二年（１５３３年）九月」が
２０体、「天文四年（１５３５年）十一月」が２体です。
　「大檀那　藤原朝臣長唯」とは、一族同士の内乱を治め１６代当主として戦国大名相良氏の基礎を固めた
相
さ が ら

良長
ながただ

唯（後の相
さ が ら

良義
よししげ

滋）のことで、相良長唯が大檀那（有力な檀家、いわゆるスポンサーのこと）として、
神像を奉納したことが分かります。天文２年当時、長唯は反対勢力の拠点であった葦北郡を平定した直後で
あり、神の加護により領内が平穏となることを祈ったのでしょうか。
　また、｢當城人躰　藤原千代松丸｣ という墨書は、乙千屋地区の地名の由来である「乙千代丸」と関係が
ありそうです。ちなみに、乙千屋の地名は、佐敷城主の子、乙千代丸の館があったことからついたそうです。
ちなみに当時の佐敷城は、乙千屋や花岡北区の背後にある城

じょうやま

山にありました。
　神像は江戸時代に２回、色を塗り直しており、その当時の村の庄屋さんや職人の名前も書かれています。
地域のあつい信仰によって現在まで５００年近く守り伝えられてきたこの神像を、未来の人々にもしっかり
と受け継いでいきたいものです。

といわれています

といわれています
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田浦子育て支援センター  10 月の行事
　４日（火）　電車に乗って出かけよう
１１日（火）〜２１日（金）お店屋さんごっこの準備をしよう
１８日（火）　クッキングをしよう（ホットサンド作り）
２５日（火）    お店屋さんごっこ
２７日（木）　身体測定・誕生会
※支援センターは未就園児と保護者の方どなたでも利用でき　
　ます。気軽においでください。
◆センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時３０分〜正午　午後２時４５分〜午後５時１５分
＊お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７−００３４

お 知 ら せお 知 ら せ
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（
小
学
生
未
満
は
２
，
５
０
０
円
／
人
）

▼
内
容　

①
底
引
き
網
体
験
②
新
鮮
な
食

材
を
使
っ
た
船
上
料
理
③
太
刀
魚
釣
り

※
収
穫
し
た
魚
な
ど
は
お
土
産
と
し
て
持

　

ち
帰
れ
ま
す
。

▼
注
意
事
項　

●
７
人
か
ら
の
出
航
で
す
の
で
、
他
の
お

客
様
と
乗
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
●
５
日
前
ま
で
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
●
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
、
２
日
前
は

30
％
、
１
日
前
は
50
％
、
当
日
は

100
％
と

な
り
ま
す
。
●
第
２
土
曜
日
は
休
漁
日
の

た
め
休
み
と
な
り
ま
す
。
●
荒
天
の
場
合

は
欠
航
し
ま
す
。
●
飲
み
物
は
お
申
し
込

み
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

芦
北
観
光
う
た
せ
船
組
合

　

☎
（
８
２
）
３
９
３
６

   

観
光
う
た
せ
船

　
　
　
乗
船
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 

く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
募
集

　

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
く

ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
対
象  

飲
食
店
、
弁
当
・
総
菜
店

等▼
募
集
要
件　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の

表
示
、
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、
ヘ

ル
シ
ー
オ
ー
ダ
ー
の
実
施
の
中
か
ら
取
り

組
む
項
目
を
選
び
実
施
す
る
こ
と

▼
募
集
期
間　

 

11
月
30
日
㈬
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
保
健
所

　

☎
（
６
３
）
４
１
０
４　

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
地
球
や

地
域
で
起
き
て
い
る
環
境
問
題
」
や
「
わ

た
し
た
ち
に
と
っ
て
大
切
に
し
た
い
環
境
」

な
ど
、
熊
本
県
内
の
小
学
生
が
日
頃
か
ら

環
境
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
感
じ
た
り
し

て
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
絵
画
を
展
示
し

ま
す
。

▼
日
時　

10
月
４
日
㈫ 

〜 

11
月
11
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

  （
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
が
休

　
　

日
の
場
合
は
次
の
平
日
）
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー　

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０

「
環
境
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
展

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃
金
カ
ッ

ト
や
解
雇
な
ど
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間

に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

　
「
話
し
合
い
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
」

「
な
る
べ
く
早
く
解
決
し
た
い
」
そ
ん
な

悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
手
続
き
は
簡
単
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
、
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
５
３

  

労
使
紛
争
の
解
決
を

　
　
　
　
お
手
伝
い
し
ま
す

▼
日
時　

11
月
７
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
演
題　
「
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
」

▼
講
師　

㈱
く
ま
す
ま　

代
表
取
締
役

　
　
　

河
添
竜
志
郎 

氏
（
理
学
療
法
士
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
９
１

「
介
護
の
日
」
セ
ミ
ナ
ー

　「
東
日
本
大
震
災
み
や
ぎ

　
　
　
　
　
こ
ど
も
育
英
募
金
」

　

宮
城
県
で
は
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大

震
災
で
保
護
者
を
亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
に
専
用
の
寄
附
口
座
「
東
日
本

大
震
災
み
や
ぎ
こ
ど
も
育
英
募
金
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

　

企
業
・
団
体
・
個
人
な
ど
全
国
の
皆
さ

ま
か
ら
寄
附
を
募
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◇
寄
附
の
手
続
き

　
「
寄
附
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
宮
城
県
庁
（
子
育
て
支
援
課
）
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
金
融
機
関
で

左
記
口
座
に
振
り
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、「
寄
附
申
出
書
」
は
芦
北
町

役
場
福
祉
課
お
よ
び
田
浦
基
幹
支
所
、
各

出
張
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
受
取
人
口
座
名
義

　

東
日
本
大
震
災
み
や
ぎ
こ
ど
も
育
英
募
金

　

宮
城
県
知
事　

村
井　

嘉
浩

▼
振
込
先
銀
行
名

　

七
十
七
銀
行
県
庁
支
店

▼
口
座
番
号

　

普
通
預
金　

５
５
１
８
１
８
１

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
の

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
秋
募
集
を
10
月
１

日
㈯
か
ら
11
月
７
日
㈪
ま
で
の
期
間
左
記

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◎
青
年
海
外
協
力
隊

▼
応
募
資
格　

満
20
歳
（
平
成
24
年
４
月

１
日
現
在
）
〜
39
歳
（
平
成
23
年
11
月
７

日
現
在
）
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

▼
体
験
談
＆
説
明
会

　

10
月
15
日
㈯　

午
後
２
時
〜

　

10
月
22
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
〜

▼
場
所　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

◎
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
応
募
資
格　

満
40
歳
〜
69
歳
（
平
成
23

年
11
月
７
日
現
在
）
で
日
本
国
籍
を
有
す

る
方

▼
体
験
談
＆
説
明
会

　

10
月
15
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
〜

▼
場
所　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　

☎
０
９
３
（
６
７
１
）
８
３
４
９

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

　

☎
０
９
６
（
３
５
９
）
２
１
３
０

＊
お
問
い
合
わ
せ　

　

宮
城
県
庁　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
２
２
（
２
１
１
）
２
５
２
８

　

芦
北
町
役
場　

福
祉
課
児
童
家
庭
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
５
１
）

 

明
治
の
館 

赤
松
館

　 

１
０
０
年
の
夢
コ
ン
サ
ー
ト

　

国
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
藤
崎
家
住

宅
（
赤
松
館
）
で
、
我
が
国
を
代
表
す
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
篠
崎
史
紀
氏
を
招

き
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ハ
ー
プ
に
よ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
４
日
㈫　

　
　
　

午
後
１
時
30
分　

　
　
　
（
開
場
午
後
１
時
）

▼
場
所　

国
登
録
有
形
文
化
財

　
　
　
　

  

藤
崎
家
住
宅
（
赤
松
館
）
庭
園

　

※
雨
天
時
は
場
所
を
変
更
す
る
こ
と
が

　
　

あ
り
ま
す
。

▼
演
奏
者

◇
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

　

篠
崎 

史
紀 

氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

　

第
１
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）

◇
ハ
ー
プ

　

津
野
田 

圭 

氏
（
赤
松
館
創
設
者
藤
崎

　

彌
一
郎
氏
の
玄
孫
）

▼
入
場
料　

２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
）

※
本
事
業
は
㈶
水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
財

　

団
助
成
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
赤
松
館
保
存
会

　

☎
（
８
７
）
２
８
６
６

　

水
俣
病
の
こ
と
を
学
び
、
広
く
環
境
問

題
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
演
会
は
、「
う
た
せ
船
で
水
俣

病
を
学
ぶ
講
座
」
の
午
後
の
部
と
な
っ
て

お
り
、
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
「
う
た
せ
船
で
水
俣
病
を
学
ぶ
講
座
」

　

午
前
の
部
は
、
８
月
22
日
で
申
し
込
み

　

を
締
め
切
り
ま
し
た
。

◆
日
時　

９
月
24
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
荒
天
に
よ
り
、「
う
た
せ
船
で
水
俣
病

　

を
学
ぶ
講
座
」
午
前
の
部
の
う
た
せ
船

　

乗
船
体
験
が
で
き
な
い
場
合
は
、
講
演

　

会
を
10
月
１
日
（
土
）
に
延
期
し
ま
す
。

　

延
期
の
場
合
、
防
災
無
線
で
放
送
し
ま

　

す
。

◆
場
所　

き
ず
な
の
里

◆
参
加
費　

無
料

◆
講
師　

吉
井
正
澄 

氏
（
元
水
俣
市
長
）

　

演
題「
も
や
い
直
し
か
ら
地
域
再
生
へ
」

　

〜
水
俣
・
芦
北
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
〜

◆
そ
の
他　

町
内
中
学
生
２
人
に
よ
る
水

俣
病
に
つ
い
て
の
作
文
発
表
や
、
町
内
小

学
生
に
よ
る
「
よ
み
が
え
っ
た
不
知
火
海

の
生
き
物
た
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
画

展
示
等
も
行
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課　

環
境
対
策
室

    

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
４
７
）

   

水
俣
病
を
学
ぶ
講
演
会
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●お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ 火事と救急は１１９

救急車はタクシーではありません！

 

　  死亡日            亡くなられた方　     年齢　　　  区
　 ７. ３１　　    福田　クニ　　　   ９８　　   田浦町３
　 ８．  ２　　    桑村　彌吉　　　   ９０　　   田川
　 ８．  ３　　    井川　和則　　　   ３６　　   田川
　 ８．  ５　　    福浦　フクエ　　   ９５　　   福浦
　 ８.　 ５　　    光永　キミエ　　   ９５　　   小田浦５
　 ８.　 ６　　    一村　アヤ子　　   ８０　　   花岡西
　 ８.　 ８　　    鬼塚　壽盛　　　   ８６　　   丸山
　 ８.　 ９　　    村上　ハルミ　　   ９２　　   宮崎
　 ８. １１　　    牧野　正年　　 　  ６７　　   湯浦南
　 ８. １２　　    板﨑　義行　　　   ７７　　   海浦１
　 ８. １２　　    瀨戸口	 サキ　　   ９６　　   小田浦２
　 ８．１４　　    菊川　隆義　　　   ９２　　   丸山
　 ８. １４　　    福島　チカエ　　   ９５　　   計石西
　 ８. １８　　    平道　きみえ　　   ６０　　   西告
　 ８. ２０　　    田中　キエ　　　   ９８　　   鶴木山
　 ８. ２１　　    岩城　ヤエ子　　   ８０　　   小田浦２
　 ８. ２２　　    井川　キミエ　　   ９１　　   米田
　 ８. ２２　　    吉野　ツギモ　　   ９７　　   田浦町３
　 ８. ２３　　    竹﨑　トモ　　　   ９２　　   乙千屋
　 ８. ２４　　    中川　ジュキ　　   ９１　　   小田浦４
　 ８. ２６　　    江口　世継　　　   ８２　　   宮崎
　 ８. ２９　　    寺口　安男　　　   ７５　　   市居原

　氏　　名　　    出生日  　  性別　   保護者　　  区

  千年　柚
ゆ ゆ

唯　　 ７．２９　    女　　 和　樹　　市野瀬
  宮本　菜

な お

央　　 ７．３０　    女　　 祐　樹　　花岡西
  赤迫　和

わ か

佳　　 ８．  ２　    女　　 正　和　　宮崎
  白木　元

げ ん き

気　　 ８．  ４　    男　　 勝　範　　花岡東
  山口　夏

な お

織　　 ８．  ５　    女　　 貴　裕　　道川内西
  浅見　奏

か な と

翔　　 ８．  ９　    男　　 貴　弘　　湯南団地
  田多良圭

け い ご

吾　 　８．１２　    男　　 圭　介　　田浦４
  渕上　凰

お う が

牙　　 ８．１２　　男　     祐　二　　米田
  宮本　海

か い と

翔　　 ８．１８　　男　     勇　介　　大川内西
  荒木　俊

しゅんき

樹　　 ８．２２　　男　     正　樹　　向町
  一原　光

こういちろう

一郎　 ８．２３　    男　　 博　文　　市野瀬
  大矢　咲

さ ら

心　　 ８．２３　　女　     　聡　　　福浦

人 口　　　１９，９１５人　    （ー１１）
男 　　　　９，３０１人　　（＋５）
女 　　　１０，６１４人　　（ー１６）

65 歳以上　　　　６，９９８人　　（＋１２）
高齢化率　　　　　３５．１％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６１９世帯 　   （ー３）

人口の動き（H23.9.1 現在）　　（　）内は前月比

お 誕 生 お め で と う
H23.8.1 〜 8.31 受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
　ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H23.8.1 〜 8.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

【
役
場
短
歌
会
】

世
界
一
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
あ
り
が
と
う
避
難
所
に
湧
く
拍
手
喝
采

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
　
豊
德

久
々
に
兄
弟
寄
り
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
庭
に
た
の
し
き
会
話
も
は
ず
む
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
川
　
健
一

省
エ
ネ
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
取
り
組
む
も
隙
間
だ
ら
け
で
効
果
半
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迫
本
　
文
雄

湯
布
の
空
願
い
を
こ
め
て
見
上
げ
い
て
や
っ
と
流
れ
た
ペ
ル
セ
ウ
ス
群
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
博
司

高
千
穂
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
岩
シ
ャ
ジ
ン
風
に
揺
ら
い
で
ピ
ン
ト
が
合
わ
ず
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
野
　
一
之

【
田
浦
短
歌
会
】

初
生
り
の
「
巨
峰
」
の
ぶ
ど
う
酸
強
く
耐
暑
の
日
々
の
力
と
な
り
ぬ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
田
　
圭
一

息こ
子
が
吹
け
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
子
守
唄
に
五
木
の
里
の
甦よ
み
が
えり

く
る
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
本
ナ
ミ
エ

広
き
庭
憧
れ
し
吾
夏
草
の
茂
み
の
な
か
に
立
ち
竦す
く

み
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
良
子

今
日
発
ち
し
燕
の
行
方
お
も
い
つ
つ
夕
焼
け
空
に
向
か
い
言
問
う
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
走
　
チ
ミ

朝
々
の
新
聞
を
待
つ
老
い
夫
は
朝あ
さ
か
げ光

追
い
つ
つ
時
か
け
て
読
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
キ
ミ
子

　

短

歌

【
町
民
講
座
】

「
夏
山
」（
富
山
風
生
の
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
雅
子

書
道
（
か
な
）

●お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

　芦北消防署には、救急車が１台しか
ありません。助け合いの心を持って救
急車の適正な利用をお願いします。

　救急車はみんなのものです。必要な時は誰でも利用することができます。しかし、軽いケガや、病院ま
での交通手段がないからというような、緊急性が低いことで救急車を利用してしまうと、本当に救急車を
必要としている重篤な患者の搬送が遅れてしまい、救える命が救えなくなるおそれがあります。　

全国地域安全運動が実施されます 実施期間
１０月１１日（火）〜１０月２０日（木）までの１０日間

スローガン

期間中の活動
　警察では防犯ボランティアなどの方々と防犯パトロールを実施します。

今年１月から７月末現在での刑法犯認知件数は４０件です。
　多発罪種　■  車上ねらい　９件　■  自転車盗　４件　■  置引き　４件

盗難被害などに遭わないために車や自転車、家に鍵を掛けましょう。お願い

　子どもや女性、高齢者が被害者となる犯罪や住宅侵入犯罪、自転車の盗難など、身近な地域の安全
を脅かす犯罪は依然として全国で多く発生しています。

　犯罪の多くは、地区の中でも、人が見ていない、人の目につかないよう
な場所で発生しています。逆に言うと、人の目がある場所では、犯罪は起
こりにくくなるものです。犯罪を防ぐ為には警察が犯罪の取り締まりを強
化することも重要ですが、その地域で暮らす住民自らが周囲に目を配り、
地域ぐるみで犯罪を防止していくことが重要です。

犯罪が発生する場所は・・・

　ケガの応急処置の仕方や、救急車が必要か分からない時な
ど、困った時は芦北消防署（☎８２−４７３１）までご相談
ください。

芦北町の犯罪発生状況

みんなでつくろう安心の街　〜地域社会との連携と協働〜
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芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　
星
野
富
弘
美
術
館
で
は
、「
星
野
富
弘
の
多
彩
な
詩
画
展
」

を
開
催
中
で
す
。

　

花
を
題
材
と
し
た
作
品
が
多
い
星
野
氏
で
す
が
、
食
べ
物
や

鳥
な
ど
意
外
な
も
の
が
題
材
に
な
っ
た
作
品
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
多
彩
な
詩
画
展
と
題
し
、
そ
ん
な
意
外
な
作
品
を
中

心
に
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲「雨二モ負ケテ」２００２年

◇
「
星
野
富
弘
の
多
彩
な
詩
画
展
」　

▼ 

期
間　

12
月
11
日
（
日
）
ま
で

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
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）
１
６
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０

　
「
○
○
ち
ゃ
ん
は
、
丑
の
湯
ま
つ
り
（
湯
の
香
ま
つ
り
）
で
『
牛
』

が
当
た
っ
た
よ
ね
」
お
盆
で
帰
省
し
た
同
級
生
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
し

た
時
に
出
た
思
い
出
ば
な
し
。
夏
祭
り
は
子
ど
も
の
記
憶
に
強
く

残
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
も
夏
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
り
ま

し
た
▼
子
ど
も
の
頃
に
は
全
く
気
が
つ
か
な
か
っ
た
裏
方
の
大
変
さ

が
今
で
は
わ
か
り
ま
す
。
準
備
す
る
大
人
は
大
変
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
に
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
▼
今
年
は
お
盆

に
雨
（
し
か
も
大
雨
）
が
続
い
て
祭
り
の
実
行
委
員
の
方
々
は
さ
ぞ

か
し
大
変
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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第６回全国ビーチサッカー大会
　全国ビーチサッカー大会が芦北町で初めて
開催されます。
　日本代表クラスの選手が全国から参加しま
す。迫力あるプレーを間近で観戦してみませ
んか。

会場　御立岬海水浴場

日時 ９月２４日（土）
           〜２５日（日）
（両日とも午前９時３０分キックオフ）

熊本県警察音楽隊演奏会

期日　９月２８日（水）
時間　午前 10 時 30 分
場所　しろやまスカイドーム

平成２３年度戦没者追悼式

カラーガード隊員によるドリル演技もお楽しみください

芦北町「安全・安心」コンサート

入場無料

入場無料

会場　しろやまスカイドーム

日時 ９月２８日（水） 
午後１時開演

歌謡曲から
 懐かしいメロディーまで演奏

♪
♪

編
集
後
記


